
第
四
日
、
漸
く
先
生
の
寸
鐵
評
語
が
均
に
し
み
た
、
兎
に
角
に
苦
勞

し
た

の
で
あ
る
、
最
初
か
ら
講
師
に
の
み
依
頼
し
て
、
上
手
に
な
る
だ
ろ
う
と

思

つ
た
の
は
誤
り
で
、
乳
を
飲
む
小
兒

は
乳
を
飲
む
事
を
意
識
し
て
後
に

飲

む
の
で
あ
る
、

い
く
ら
母
が
與
へ
て

も
飲
む
事
を
知
ら
な
い
小
兒

は
成

長
し
な

い
、
到
底
自
助
で
あ
る
、
先
生
は
進
路
を
指
示
し
研
究
の
方
法
を

誤
ら
な

い
樣
に
す
る
の
で
め
る
、
吾
人
は
精
緻
穩
健
の
考
を
以
て
溟

々
と

し
て
努
め
ね
ば
な
ら
な

い
。

美
術
は
絶
體
價

値
の
も
の
で
あ
る
、
烈
士
義
人
の
行
爲
も
道
徳
の
名
に
由

て
傳
ら
れ
て
あ
る
が
、
其
實

一
種
の
美
的
で
あ
る
、
道
徳
も
醇
粋
生
命
あ

る
も
の
は
美
的
活
動
に
依
て
始
め
て
得
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
、
其
道

に
就
く

や
烏

の
塒
に
歸
る
が
如
き
に
到
る
は

、
藝
術
を
透
し
て
獨
り
得
ら
る
ゝ
も

の
で
は
な
か
ろ
う
が
、余
は
講
習
中
自
己

の
愚
な
る
を
知
得
た
の
で
あ
る
、

誠
に
天
の
時
を
得
地
の
利
を
得
、
而
し
て
人
の
和
、
又
有
り
し
講
習
會
で

在

た
、
而
し
て
又
趣
味
あ
る
避
暑
法
で
、又
練
想
の
教
育
で
あ
つ
た
、氣
の

毒
な
の
は
塵
表
閣
の
主
人
で
、
酒
が
少
し
も
賣

れ
な
か

つ
と
こ
ぼ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
終
)

　
　
　
　
小

樽

よ

り

拜
呈

益
々
御
清
榮
奉
賀
候
、
陳
者
去
る
八
月
中
設

立

い
た
し
候

『
白
百
合

會
』
は
、
本
月

三
日
天
長
の
佳
節
を
卜

し
て
、
小
樽
英
和
學
校
に
第

一
回

展
覽

會
を
開
催

い
た
し
候
、
其
折
は
小
樽
新
聞
記

者
松
田
竹
嶼
氏
に
依
頼

し
、
先
生
の
御
高
作

三
葉
拜
借

い
た
し
難
有
御
禮
申

上
候
、
先
生
の
御
作

は
右

の
外
藤
野
羊
蹄
氏
所
有
の
九
つ
切
位
の

『
川
邊

の
夕
暮
』
の
圖
有

之

候

、
以
上
の
四
葉
有
之
候
爲
め
錦

上
に
花
を
添

へ
誠
に
御
見
事
の
御
作
と

奉
存
じ
候
、
先
生

の
御
作
の
拜
見

い
た
し
心
に
期
し
候
は
眞
面
目
と
忠
實

の

一
事
に
候
、

あ
ま
り
言
多
く
は

い
た
さ
ず
候
ら

へ
共
、
今
後
は
不
言
の

教
に
從
ひ
眞
面
目
と
忠
實
を
旨
と
可
致
候
。

白
馬
會
會
員
田

中
寅

三
史

、高
橋
勝
藏
氏
の
水
彩
及
び
油
繪

、同
じ
く
白
馬

會々員
に
て
美
術
學
校
生
徒
な

る
長
谷
川
昇
氏
、
小
樽
中
學
圖
畫

教
師
關

精

一
氏
の
油
繪

の
出
品
有
之
候

、
其
他
會
員

の
作
品
水
彩
、
油
繪

、
チ
ヨ

ー
ク
、
木
炭
畫
等
有
之
合
計

五
十
點
計
り

に
候
、
洋
畫

展
覽
曾
と
し
て
は

今
回
が
始
め
に
候
爲

め
頗
る
盛
會

に
御
座
候
。

第

二
回
は
明
年
四
月
の
筈
に
御
座
候
、
其
折

は
第

一
回
に
増
し
盛
會

を
期

し
申
し
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴

木
　
　

　
登

　
　
　
　
安
中
み
ず

ゑ
會
記
事
　

　
　
　
　
　
　
　三
十

六

公

本
曾
設
立

に
就

い
て
其

の
種
蒔
を
さ
れ
た
の
は
根
岸
君
で
適
度

の
温
熱
と

濕
氣

と
を
與

へ
て
其

の
崩
芽
を
見
る
事
を
得
さ
せ
た
の
は
丸
山
先
生
で
あ

る
吾

々
會
員
は
兩

氏
の
勞
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
滿
山
紅
を
染

む
る
霜
月

二
十
七
日
は
本
會
第

一
回
の
開
會
で
有

つ
た
待
ち
焦
れ
た
丸
山

先
生
に
接
し
て
居
る
間
は
僅
か
に
數
時
間
で
有

つ
た
が
其
の
得
た
知
識
は

實

に
多
大
で
有

つ
た
事
を
皆
喜
ん
で
居
る
。
斯
く
多
大

の
結
果
を
得
た
の

は
勿
論
購
師

の
手
腕

に
因
る
の
で

あ
る
が
又
一

つ
に
は
會
員
の
熱
心
と
其

の
方
法
が
良
か
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
午
前
に
作
品
批
評
と
講
話
を
さ
れ



た
午
後
は
其
の
講
話
さ

れ
た
事
を
野
外

に
於

て
實
馳
に
筆
を
執

つ
て
示

さ

れ
た
の

で
あ
る
而
か
も
其
の
書
か

れ
た

場
所
は
我
が
地
方
の

景
色
に
大
概

出
て
來

て
又
其

の
應
用
の
範
圍
の
廣
い
材

料
が
澤
山

有
る
所

で
あ
つ
た

か

ら
其

の
得
た
る
所

が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
。
是
迄
の
経
験
に

依
る

と
ど
う

し
て
も
專
門
家
の
肉
筆

を
見
た
り
模
寫

し
た
り

す
る
よ
り
外
に
捷
徑

は
無

い
樣
だ
專
門

に
厨
究
す

る
人
で
も
先
づ
先
輩

の
遣
り
方
を

一
通
り
調
べ
て

そ
れ
か
ら
實
地
に
當

っ
て
そ
れ
以
上
の
工
夫
を
す
る
の
で
あ
ら
う
吾

々
は

娯
樂
の
爲
に
繪
を
書
く
の
で
研
究
な
ど

い
ふ
資
格
が
な

い
の
で
あ
る
で
あ

る
か
ら
吾
々
は
何
も
書
け
な
い

物
を
無
理
に
書
き
た
が
る
に
は
及
ば
な
い

先

づ
第

一
に
大
家

の
肉
筆
を
見
た
り
模
寫

し
た
り
し
て
其
の
得
た
知
識
を

以
て
描
け

る
だ
け
の
物
を
描

い
て
居
れ
は
充
分
樂
み
に
な
る

の
で
あ

る
吾

々
は
丸
山
河
合
兩

先
生
が
惜

氣
も
無
く
神
作
を
本
會

へ
貸
し
て
下
さ

る
の

を
此
の
上
も
無
く
有
り
難

い
事
に
思
ふ
。
吾
々

は
初
は
講
義
録
體

の
物
に

由

つ
て
模
寫

し
た
も
の
で
あ
る
が
其

の
説
明
通
り

に
繪
具
を
交
ぜ
て
も
ど

う
し

て
も
其

の
色
が
出
な

い
そ
こ
で
始
め

て
肉
筆
と
違
つ

て
ゐ
る

の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
氣
が

つ
い
た
の
で
あ
る

そ
れ
か
ら
ど
う
か

し
て
度
々
大
家

の
肉
筆
を
見
た
り
模
寫

し
た
り
す
る
機
會
を
得
た

い
と
心
が
け
て
居

つ
た

の
で
有
る
が
今
は
本
會

の
設
立

に
依
つ
て
其

の
大
願
が
成
就
し

た
譯
で

あ

る
數
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
本
會
に
加
入
さ
れ
た
者
も
數
名
あ
る
が
大
方

講
義

録
な
ど
の
價
値
の
少
い
事

を
認
め
た
方
で
あ
ら

う
　
　

　

　

　
　
　

△
　
　

△
　
　
△　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

こ
の

程
少
年
世
界

で
集

め
た
現
代
名

家
幼
時
の
記
憶
の
う
ち
、
そ
の
最
も

好
き
で
あ
つ
た

事
」
と
の
問
に
對
し
て

「
繪
を
畫
く
こ
と

叉
は
見
る
こ
と
」

と
答
へ
ら
れ
し
は

左
の
二
十
七

氏
で
あ
る

　
　
　
　
　

伊
藤
銀
月

君
、
生
田
葵
山
君
、
萩
野
由
之
君
、
四
村
渚
山
君
、
大
倉

　

平
三
君
、
大

町
桂
月
君
、
大
下
藤
次
郎
君
、
和
田
萬
吉
君
、
和
田
英

　
作
君
、

鎌
田
榮
吉
君
、

梶
田
半
古
君
、

横
井
時
敬
君
、

添
田
壽
一

　

君
、
坪
井
正

五
郎
君
、
内
藤
鳴
雪
君
、
那
珂
通
世
君
、
中

村
不
折
君

　
君
、
丸
山
晩
霞
君
、
松
井
直
吉
君
、
江
見
水
蔭
君
、
櫻
井
義
肇
君
、

　

佐

々
醒
雪
君

、
三
宅
雄

二
郎
君
、
三
宅
克
己
君
、
水
野
繁
太
郎

君
、

　
鹽

井
雨
江
君
等
　
　
　

　
　
　
　

そ
し
て
、「
最
も
嫌

い
で
あ

つ
た
事
」
の
方

に
、
算
術
や
手
習
讀
書
な
ど
は

澤
山
あ
る

が
、
繪
が

嫌

い
で
あ
つ
た
と
答

へ
た
方
は
一
人

も
な

い
。
ま
た

言
ふ
ま
で
も

な
く
主
筆

の
巖
谷
小
波
氏
は
幼
年
時
代
か
ち
繪

は
大
好
物
で

あ
つ
た

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

墨
繪
や

彩
色
畫

の
濃
淡
の
調
子
を

見
る

た
め

の
『
調
子
鏡
』
は
、
通
常

繪
具
屋
に
あ
る
の
は

高
價

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
が
修
業
の
餘

暇
に

造
つ

た
も
の
を
實
費
で
頒

ち
ま
す
。
御
入

用
の

方
は

、
東
京
小
石
川

區
服
部
坂
下

日
本
水
彩
畫

會
内
、
C
、
M

、
生
宛
に

御
申
越
下
さ

い

　
　

●

調
子
鏡
、　

一
個
金
十
錢

、
小
包
送
料
金
十
錢
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

(
郵
券
代
用
差
支
な
し
）
　
　
　
　
　
　


